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今後の予定について

本日、修了式を行い、学年生徒会会長の田口楓恋さんが代表として校長先生より修了証をいただきまし
た。令和３年度も様々な制限の中での学校生活となりましたが、大きめの制服に身を包み迎えた入学式から
およそ一年、星凛学年２４７名全員が一年生を無事終了することができました。小学校とは全く違う環境の
中で学校生活や部活動、友人関係など、様々な経験を乗り越え、心も体もひとまわり成長した姿に学年職員
一同本当にうれしく思っています。この一年、多くの感動と驚きを見せた星凛学年が、二年生で更にパワー
アップし、曲中の中堅学年として活躍していくことを期待しています。
保護者の皆様には、1年間温かいご支援とご協力をいただき本当にありがとうございました。来年度も保

護者の皆様と一緒に生徒一人一人に寄り添いながら、成長を見守っていきたいと思います。引き続きよろし
くお願いいたします。
　以下には修了式の学年代表、103組後藤隆太さんの発表を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度を振り返って

私は、学習と部活動について今年度を振り返り、今後の取り組み方について考えました。学習で
は、これまでワークは期限内に提出できたものの、テストでは自分が納得のいく結果を得ることが
できませんでした。その原因について考えてみると思い当たることが二つありました。一つ目は、
繰り返しの学習を怠ったことです。テストで問題を解いているときに、学習した記憶はあるもの
の、忘れてしまっていることがあり、復習が不十分だったと後悔することがありました。二つ目
は、時間配分の甘さです。テストの終盤で時間がなくなってしまい、最後の方の問題が解けずに終
わってしまったことがたびたびありました。
これらのことから、来年度からは、授業の復習をテスト前だけではなく普段からしっかり行った

り時間を決めて問題を解いたりして、取り組んでいくことがこれからの私に必要な事だと思いまし
た。
部活動では、これまで取り組んできた剣道を中学校でも続けようと思い、剣道部に入部して１年

間頑張ってきました。郡総体では、今までスポ少で一緒にやってきた先輩たちと共に団体戦に出場
し、優勝することができたことは、うれしい思い出の１つです。その後は、自分では納得いく結果
を残すことができず悔しい思いをしました。これからは、部員の団結力を強化し、自分から求めて
いく練習を増やして更に良い剣道ができるように努力していきたいです。
これらを実際に行っていくためには、時間を意識して行動すること、また、一日一日の積み重ね

を大事にすることが大切であると考えます。これらのことは、私にとって大きな課題でもありま
す。とても厳しい道のりではありますが、「七転八起」の精神で取り組んでいきたいと思います。
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